
 

事業者名 特定非営利活動法人トムハウス 

施設の種類 障害者地域活動拠点施設 

建築施設

の 

写真 

 

所在地 広島県広島市南区東雲 1丁目１０－１４ 

施設の 
特長 

１階に喫茶「café トムハウス」があり、地域の方々や施設利用者の憩いの場となってい

る。また、利用者が交代で喫茶の仕事をしている。喫茶は、地域の方々に利用してもら

えるように時間内での貸し切り貸出もしており、小会議などに利用してもらえるようにし

ている。２階は作業場で、主に内職作業を行っている。３階は作業場兼休憩室で、ゆっ

たりとした空間で過ごすことができている。４階に相談室があり、プライバシーが守られ

たなかでゆっくりと話ができている。エレベーターがあることで、荷物の出し入れはもちろ

んのこと、体力的に階段の上り下りが苦痛な人もいるのでとても重宝している。 

利用 
状況 

年  月 
地域支援セン
ター述べ利用
者（人） 

障害者が自ら
行う 

地域活動（人） 

地域活動セン
ター 

の稼働日数 

障害者が自ら

行う 

地域活動日数 

平成 24 年 1 月     

平成 24 年 2 月     

平成 24 年 3 月     

平成 24 年 4 月 376 42  21  21  

平成 24 年 5 月 415  44  22  22  

平成 24 年 6 月 366  42  21  21  

平成 24 年 7 月 368  44  22  22  

平成 24 年 8 月 369  43  23  23  

平成 24 年 9 月 343  43  20  20  

平成 24年 10月 372  44  23  23  

平成 24年 11月 339  44  22  22  

平成 24年 12月 358  46  21  21  

平均 367 44 22 22 

入居者等
の声 

・新しいところは素晴らしく過ごしやすい。喫茶ができて憩いの場として使えるのが楽しい。 
・喫茶ができて、利用者が接客等の新たな分野にトライしているなかに意外性を見いだせて
いる。各階に分かれたことで、内職などの仕事がしやすくなった（エレベーター、段差がな
い、作業の分散化など）。利用者が増えた。 
・障害者の理解が増したと思う。これから地域との関わりも今まで以上にがんばってほしい。 



 

 

「障害者
が自ら行
う地域活
動」につ
いて 

・当初計画は、１階に喫茶ができるスペースを設置し、地域住民との交流スペースとする、と
していた。計画通り、一階スペースに「café トムハウス」を設置。ネーミングや、営業時間、メ
ニューなど、みんなで相談し、無理のないようにやっていこう、と決めた。営業日は月曜から
金曜、営業時間は、１０：１５～１５：００、メニューも、まずは飲み物から始めることにした。４
月末からオープンとし、近所や知り合いにチラシを配った。活動としてお店をするのは、職員
１名、メンバー２名とした。近所の方が来たり、利用者が休憩時間に客として来たり、家族の
方が来たり、と毎日誰かが利用し、よい交流の場となってきている。交流スペースとして、喫
茶を自由に使ってもらおう、ということで、飲み物１杯１００円×人数で貸し出しも始める。今
までにも会議などで利用してもらっている。地域の夏祭りにも参加し、通所しているみんなで
「café トムハウス」をアピールしている。 

補助事業
概要 

の広報資
料 

http://ringring-keirin.jp/shinsei/document/list/koueki/h23/pdf/23-2-016.pdf 

事業者

HP 
http://www6.ocn.ne.jp/~tomhouse/ 

http://ringring-keirin.jp/shinsei/document/list/koueki/h23/pdf/23-2-016.pdf
http://www6.ocn.ne.jp/~tomhouse/

